
看護研究集録 (2016.10) 平成27年度:35.

短期入院で計画手術を受けた子どもの思い

飯﨑 あずさ, 森 浩美, 佐々木 俊子, 岡田 洋子



短期入院で計画手術を受けた子どもの思い

旭川医科大学病院　看  護  部　○飯﨑あずさ

旭川医科大学　医学部　看護学科　○森　　浩美

名寄市立大学　保健福祉学部　看護学科　○佐々木俊子

旭川医科大学　医学部　看護学科　○岡田　洋子

　本研究の目的は、短期入院により計画手術を

受けた子どもの入院・手術に関する思いを明ら

かにすることである。子ども10名に半構成化面

接、3名に質問紙調査を行い、質的記述的に分

析した。

　その結果、退院前の子どもには退院を目前に

控えていても不安や心配事を抱えていることが

明らかになった。看護師は退院前の子どもの気

持ちを理解し、入院・手術を乗り越えて自分は

頑張ったと達成感を抱けるように関わることの

重要性が示唆された。

　本研究は公益財団法人ユニベール財団の研究

助成を受けて実施し、第25回日本小児看護学会

（2015年7月、千葉）において発表した。
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